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（白築議員）�

Q　
猿
子
池
の
安
全
対
策
は
、
そ
の

後
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
町
内
の
危
険
な
池
に
つ
い
て
、

再
点
検
し
て
は
ど
う
か
。

A　
池
の
周
囲
に
は
、
１
ｍ
程
度
の

フ
ェ
ン
ス
や
随
所
に
注
意
看
板
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
当
池
の
よ
う

に
私
的
な
た
め
池
に
つ
い
て
は
、

町
か
ら
強
制
的
な
指
導
が
で
き
ず
、

管
理
者
に
安
全
対
策
を
委
ね
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、

突
発
的
な
子
供
の
事
故
を
考
え
、

管
理
者
等
に
対
し
適
切
な
管
理
徹

底
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。�

（
上
馬
場
建
設
課
長
）�

　
　�

　
呉
市
で
起
き
た
、
た
め
池
事
故
後
、

直
ち
に
全
校
に
連
絡
し
、
学
校
内

外
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
指

導
に
つ
い
て
、
管
理
職
に
再
度
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
ま
た
、
交
通

事
故
に
つ
い
て
も
強
く
指
導
す
る

よ
う
指
示
を
行
い
、
安
全
管
理
の

徹
底
を
行
っ
た
。�

（
面
迫
学
校
教
育
課
長
）�

県道等の道路改良事業について。�
�下記の図のとおりである。早期の完了のため、�

引き続き要望を行っていく。　　　　�
　（平本町長、古毛堂建設部長）�

Q
A

（伊藤議員）�

猿子池の安全対策について問う。�
�
池の管理者や受益者に対し、適切な管理の徹底を要請していきたい。　　
　　　　　　　　　　　　　　（上馬場建設課長、面迫学校教育課長）�
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（藤本議員）�

　
こ
の
件
に
関
し
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
閲
覧
要
求

が
き
た
の
か
。
そ
れ
に
対
し
、

町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

の
か
。
ま
た
、
閲
覧
さ
せ
た

名
簿
の
数
は
何
人
に
な
る
の

か
。

A　
平
成
18
年
11
月
１
日
に
請

求
が
あ
り
、
「
住
民
基
本
台

帳
法
第
11
条
」
の
規
定
に
基

づ
き
対
応
し
た
。
こ
れ
は
、

個
人
情
報
保
護
法
や
町
の
条

例
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な

く
、
適
正
な
手
続
き
に
基
づ

い
て
申
請
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
閲
覧
の
内
容
は
、
台
帳

に
登
録
の
あ
る
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
の
４
情
報

の
み
を
記
載
し
た
閲
覧
簿
に

よ
り
、
計
236
名
が
閲
覧
さ
れ

て
い
る
。�

Q　
高
所
配
水
団
地
（
土
岐

の
城
団
地
・
皇
帝
ハ
イ
ツ
）

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

及
び
、
給
水
・
配
水
に
関

す
る
決
定
事
項
を
問
う
。

A　
土
岐
の
城
団
地
で
は
、

平
成
20
・
21
年
で
配
水
管

の
整
備
や
電
気
設
備
工
事

等
を
行
う
。
給
水
方
式
は
、

加
圧
方
式
を
採
用
す
る
予

定
で
あ
る
。�

　
皇
帝
ハ
イ
ツ
で
は
、
配

水
管
の
新
設
等
を
平
成
22

年
４
月
か
ら
３
ヵ
年
で
整

備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

給
水
方
式
は
、
加
圧
方
式
、

配
水
池
方
式
の
ど
ち
ら
か

を
検
討
し
て
お
り
、
結
論

が
出
る
ま
で
は
時
間
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。�

Q　
今
年
も
二
百
十
日
が
近
づ
く

中
で
、
二
酸
化
炭
素
の
影
響
で

地
球
温
暖
化
が
進
み
、
海
水
の

温
度
が
上
昇
し
た
り
、
多
数
の

巨
大
台
風
が
発
生
し
て
い
る
。

町
内
に
は
、
河
川
、
山
な
ど
多

く
の
危
険
箇
所
が
あ
る
。
万
が

一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
い

ち
早
く
住
民
に
適
切
な
情
報
を

提
供
し
、
誘
導
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
と
い
う
研
究
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

A　
災
害
発
生
の
際
は
、
各
種
情

報
を
災
害
対
策
本
部
で
集
約
・

整
理
し
、
防
災
無
線
や
広
報
車

に
よ
る
情
報
提
供
の
実
施
、
避

難
誘
導
に
つ
い
て
も
地
元
消
防

団
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
全
な

場
所
へ
誘
導
す
る
よ
う
考
え
て

い
る
。
な
お
、
そ
の
情
報
収
集

に
つ
い
て
は
、
職
員
初
動
体
制

の
確
立
や
各
種
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情

報
の
収
集
に
努
め
る
よ
う
考
え

て
い
る
。�

自然災害に対する対策は。�
�正確に情報提供を行い、避難誘導についても�

関係機関と連携し対応していく。　　　　�
　（広田生活環境課長）�

Q
A

（渡議員）�

建 

設 

部 

門�
自衛隊広島地方協力本部から高校3年生の�

個人情報閲覧要求に応じた件について。　  �
住民基本台帳法に基づき、台帳の一部の写しの閲覧として対応した。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋本副町長、平本住民課長）　

高所配水団地の今後の整備スケジュール等を問う。�
�
概ね予定どおり事業が進んでいる。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　       （森本水道課長）�


